
力
ン

芸
巾
を
徒
銑
で
社
幸
に
彦
総
し
、
心
阪
を
断
る
も
の

も
あ
っ
た
。

カ
ン
ゴ

ヱ

央
会
出
州
政
の
望
円
山
を
同
日
ぶ
も
の

は
.
忠
三
十
日
の
刷
、
夜
削
橋
上
な
ど
に
出
で
、
朔

風
と
戦
う
て
設
践
の
修
拙
仰
や
-
し
た
。
そ
れ
青
怨
獲
を

AR
て
る
と
い

4
た。

カ
ン
コ
ヲ
ド
リ

か
ん
こ
鼠

能
決
初
白
的
小
字

市，
搬
に
古
い
か
ん
こ
制
が
抽
出
っ
て
ゐ
る
。
口
仰
に
、

今
世
~航
る
こ
と
一
千
有
俄
年
前
白
山
の
方
に
燃
の
43

ち
上
る
そ
裂
ん
だ
風
臥
の
住
人
源
吾
は
、
経
し
み
な

が
ら
川
係
ひ
に
探
仏
恨
の
鈎
出
か
け
る
と
、
六
抵
押
印
山

の
煎
で
一
回
出
入
に
脅
し
た
。
そ
れ
が
務
澄
で
あ
っ
た

の
で
、
山
叫
寄
は
値
辿
の
仙
悼
を
お
び
、
器
摘
山
の
無
卿
を

慰
め
る
お
に
一
山
を
舞
う
た
。
か
ん
こ
摘
は
そ
の
時

か
ら
初
っ
た
も
の
で
、
文
字
に
は
訓
迎
腕
と
館
く
と

い
」
の
で
あ
る
。
だ
が
然
で
も
刻
鼓
脅
か
ん
こ
と
い

ふ
の
み
な
ら
ず
、
様
子
方
に
は
刷
の
釧
畏
い
般
商
の

桁
削
形
な
太
郎
そ
持
つ
も
の
と
溺
泌
を
持
つ
も
の
と

が
あ
る
。
紛
糾
拙
の
打
ち
方
は
片
而
だ
け
し
か
使
は
な

い
が
、
地
方
人
も
そ
れ
吐
か
ん
こ
の
太
鼓
と
い
う
亡

ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
起
っ
た
名
携
で
あ
ら
う
。
そ

h
'
r
 

の
紋
加
の
一
つ
に
、『
河
内
の
拠
に
嗣
聞
が
見
え
る
。

い

ね
〈
ほ
U

や
出
て
見
や
。
か
す
み
か
お
か
、
御
前
の
山

が
焼
け
る
の
か
。
お
山
の
践
の
姻
で
あ
ら
ば
、
の
ん

((久
V

の
手
荷
引
け
、
ん
な
ぽ
(
幼
児
)
は
お
ぶ
せ
、
そ

し
て
お
ん
地
の
辺
山
へ。』

カ
ン
サ
イ
シ
ソ
ウ

成
時
開
詩
草

三
加
。
山
本
慰

致
。
天
保
六
年
か
ら
安
政
凶
年
に
一
取
る
作
問
、
五
言

絶
句
八
、
七
言
絶
句
四
百
六
十
八
、
王
宮
作
詩
百
十

八
、
七
言
作
時
三
百
五
十
六
、

-1
2
古
前

一
、
七
言

古
詩
六
を
政
め
る
。
序
曲
叫
は
な
い
。

声
Y
サ
イ
リ
ュ
ウ
副
都
商
証

書
正
面
匝
曹
の
龍
ト
ド
。

カ
ン
サ
バ
シ

か
ん
さ
橋

初

出

仰

の
諜
ド
川
そ

一
去
年
加
的
凶
作
戦
の
制
他
凶
に
鹿
町
町

L
た
。
そ
の
時

一
上
人
御
一
代
間
訟
に
、『
加
州
官
生
の
願
締
坊
主
の
川
下

小
原
越
従
来
の
縫
え
ろ
所
の
続
dvreか
ん
さ
的
と
名
づ

W

旧
安
L
て
m

h
J、
年
は
泊
十
俄
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

一
政
党
よ
ま
れ
候
を
き
ι

三
日
現
数
は
殊
勝
に
似

ヘ
ど

け
る
。
和
制
服
把
に
、
も
と
野
の
開
制
止
r
M
川
に
投
へ
て
裂
向
山
剖
の
加
引
に
下
っ
た
の
は
‘
M
化
問
州
議

H
に
H
A
一
も
、
信
が
御
入
な
〈
倣
刷
、
た
ふ
と
〈
御
入
な
ま
と

け
た
橋
で
、
か
ん
ざ

L
俄
と
い
う
た
の
が
陥
っ
た
の
簡
が
あ
っ
た
の
で
、
所
紋
や
求
め
て
在
凶
し
た
の
で

一
巾
さ
れ
似
0
』
恕
如
上
人
物
価
川
に
、
『
加
州
官
伎
の
似

だ

ら

う

と

し

て

ゐ

る

。

あ

る

。

一
正
、
保
谷
の
免
活
父
凶
郎
な
ど
に
射
し
て
‘
信
心
と

ガ
ン
シ

山耳主

1
4ソ
キ
ガ

Y
Y

釧
木
山
阿
佐。

カ
ン
シ
ユ
ウ
ジ
マ
サ
ア
キ

勅
修
寺
政
照

館

中

一
い
ふ
は
鮒
陀
を
一
念
御
た
す
け
候
へ
と
た
の
む
と
止

カ
ン
シ
カ
イ
平
支

愈

珠

洲
榔
似
川
に
行
は
れ
分
脈
に
、
削
修
脊
左
大
川
敬
努
の
男
容
刊州
政
則
、
大

一
一五々
。
』
文
本
制
寺
跡
引
に
、
『
到
州
ヨ
ネ
の
仰
す
が

る
。
辺
阿
川
の
齢
の
者
合
抗
と
な
り
‘
除
伎
に
一
定
の
永
二
年
七
月

H
入
日
M
H
州
列
家
陀
に
於
い
て
硲
じ
た

一
は
の
阪
佐
は
、
在
家
の
時
よ
り
め

L
に
と
御
佼
川
町
と

時
間
札
町
限
り
銭
湯
世
口
切
っ

c
m
L、
一
刑
制
に
請
で

.
と
あ
ろ

o
M
山
市
引
米
山
に
m

則
的
陪
寺
家
舗
が
あ
っ
た

一
い
L
け
れ
ば
、
は
や
下
り
た
と
巾
也
。
』
な
ど
、
見
え

て
除
夜
祭
に
列
L
、
税
日
父
阪
且
位
以
に
列
L
て
抑
一年
か
ら
で
あ
乙
。

一
る
。
後
羽
即
応
村
山
川
一
一
品
輸
村
事
総
寺
の
開
法
と
な

の
一
長
官
そ
促
す
の
で
あ
る
。

ヵ
ン
シ
ユ
ギ
ヨ
ウ

裳
修
行

L

間
放
の
頃
季
節
が

一
っ
た
o
同
村
傾
行
寺
も
亦
之
や
一
組
と
す
る
。
郭
都
J
寸

カ
ン
シ
ズ
イ
ヒ
ツ

官
私
拙
恋
加
川
口
出
の
老
悶
容
に
入
弔
と
、
山
伏
に
怨
桁
帥
そ
取
っ

c
一
耐
泌
す
る

一
は
王
制
附
附
の
時
‘
最
k
義
光
の
命
に
よ
り
山
形
に

奥
村
岡
出
口
の
日
間
で
、
文
政
一
沌
年
か
ら
天
保
十
四
年
も
の
が
あ
っ
た
o約
料
沿

L
く
は
紙
読
脅
川
下
心
者
は
、
一
mb
っ
て
ゐ
る
。

七
月

H
一一一
日
ま
で
八
十
一
容
に
部
か
れ
て
ゐ
る
。

一
外
気
に
附
れ
て
談
窓
止
町
立
て
た
o
鴻
一偲
又
は
向
紙
宇
一

一

ガ
ン
ジ
ヨ
ウ
イ
チ

岩
丈
市

安
政
元
年
石
川
川

カ
ン
ジ
セ
ツ
ピ

ツ

官

事

拙

銭

加

mu掛
川
の
老
川
な
す
も
の
も
‘
裕
凶
作
帥
ん
で
身
傾
と
蛇
術
の
向
上

-
野
々
市
住
吉
宮
に
於
い
て
お
市
キ
一命
じ
、
次
い
で
川

奥
村
炉
、
活
の
日
間
町
で
、
弘
化
元
年
十

一
月
二

H
か
ら
所
球
っ
た
。
附
仰
は
托
鉢
M
A
は
怨
念
仰
守
し
た
。
こ
三
年
の
制
定
申
に
、『
四
月
一
一
十
日
よ
り
日
以
七
日
-一一

系
永
六
年
四
月
四
日
に

'rろ
ま
で
間
十
容
に
出
か
れ
九
ら
桁
限
的

L
巡
修
行
と
い

う

た

。

蹴

駒
砦
丈
市
。
問
日
七
日
よ
b
日
数
三
日
間
'
k
m
と

て
ゐ
る
。

カ
ン
ジ
ユ
コ
ウ
オ
ヤ
ワ

観
樹
公
御
夜
話

一

名

午

都

合

十
日
間
。
荒
月
二
十
日
よ
り
日
数
七
日
一

一以

カ
ン
シ
ツ
ジ
ヨ
テ
ン

開
室
徐
天

W
制也市
の
術
。
悦
例
公
一
品
行
録
と
去
ふ
。
悦
脳
会
は
前
川
京
政
の
町
民

胸
、
同
ご
十
七
日
よ
b
H政
三
日
女
郎
と
牛
制
作
十

加
賀
の
人
‘
河
合
氏
。
初
め
武
闘
守
の
匁
山
徐
芸
に
子
細
川
放
の
こ
と
で
、
こ
の
斜
は
近
侍
の
人
々
が
そ
の
日
間
。
』
と
あ
る
。
是
に
依
っ
て
見
れ
ば
岩
丈
山
は
成

就
き
て
剃
ぽ

L
、
次
い
で
口
町
紛
寺
の
海
山
£
髭
か
ら

一
生
前
の
行
欣
枠
制
り
A
H
う
て
確
抗
な
・も
の
や
e

集

め

た

脊

L
た
刷
版
の
而
で
あ
る
。

印
可
宇
一
得
て
そ
の
怖
を
鱗
ぎ
、
総
持
寺
に
界
。
、
後

も

の

と
い
ふ
。
編
所
不
明
。

カ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン

閑
松
院
七
日
市
滞
宅
街
九

箆
に
桃山昌
寺
に
泌
台
、
お
永
八
年
汽
闘
寺
六
代
に
住

カ
ン
ジ
ユ
ン
イ
ン

寂
順
院

加
賀
滞
十
七
第
十
二

代

前

川
利
以
の
法
制
批
O

持
L
〈
は
郎
総
院
路
心
宗
明
凶

L
た
。
阿
国
安
三
年
正
月
一
冗
日
七
十
七
政
於
以
て
絞
。
代
前
川
、
切
断
の
女
流
側
、
印
ち
小
針
侠
小
川
oV
原
山
山
微
大
町
士
。

カ
ン
シ
ニ
チ
ロ
ク

官
私
自
銭

i
カ
y
カ
ニ
チ
夫
人
の
法
悦
。
祢

L
〈
は
は
剛
院
交
的
-品
将
来
大
筋
。

カ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン

淑
性

院

七

日
前
務
ド
第
三

ロ
ク
官
家
目
録
。

カ
ン
ジ
ヨ
ウ

勘
定

能
祭
加
問
代
郷
に
応
す
る
代
前
川
利
回
の
法
獄
。
許

L
〈
は
槻
判
院
然
山
宗
郎

カ
ン
ジ
ユ
イ
ン

観

樹

院

加
賀
滞
中
日
沼
十
代
前

+
部
訴
。
能
張
市
名
町
芯
に
、
勘
定
村
の
砦
跡
に
白
と
大
防
士。

m
E数
の
子
野
敬
の
法
悦
o
w
M
L
〈
は
剛
山
樹
院
法
山

一
部
紅
色
一
一
日
川
町
行
錯
そ
川
す
と
あ
る。

道
輸
大
同
士
。

一

カ
ン
ジ
ヨ
ウ

葱
定

金
相
仲
良
宗
山
振
印
刷
寺
の

ガ
ン
シ
ユ
ウ
ジ

願
舟
寺

以
軒
別
給
ね
に
花
つ

一
位
持
で
、
問
得
院
と
脱
し
た
。
安
政
三
年
副
作
川
県
出
町

て
、
認

宗

市

川

慌

に

邸

す

る

。

の

山

日

司

と

な

り

.
宜
丸
二
年
擬
訴
に
迩
み
、
明
治
二

カ
y
シ
ユ
ウ
ジ
ナ
ホ
ア
キ

年
七

E
車
。
平
年
六
十
三
。

mv-w"ap
--

M胃
μ

融
制
依
mw

島守山岡田開

11< 

ー
ー
一
1¥ 

観
照
寺

江
泊
仰
蛇
口
屈
に
在
っ

て
、
興
宗
一
以
振
に
邸
す
ろ
。
明
治
抗
年
能
業
市
小
松

に
於
い
て
寺
観
の
公
都
新
品
さ
れ
、
二
十
年
十
二

H

A

守
の
地
に
停
っ
た
。

ガ
ン
シ
ョ
ウ
主

カ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

踊
生
寺

羽
咋
臨
坪
山
に
在
つ


